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２．拡大ワークショップの企画開催 

 

（１）開催の目的 

 拡大ワークショップは、平成 18 年度から蓄積してきた地域主体によるボトムアップ型の多

様な活動、これらを通じて得られた知見等の成果を振り返るとともに、半島地域における担い

手育成や事業創出に活かす形式知として共有し、半島地域全体の底上げを図ることを目的に、

企画・開催した。 

 平成26年度は、平成17年度に施行された半島振興法の改正時期にあたる。現・半島振興法

のもと、半島振興室では実証的手法を用いて地域の多様な団体・人材を地域活性化の担い手と

して発掘・育成し、トライアルの中から新しい地域活性化につながる事業の創出・自立化を促

進してきた。この結果、この10年間で全国の半島各地にさまざまな団体、活動が育ち、中には

全国的に注目・評価されている団体もある。また一方で、各地で新しい担い手、取組も出現し

てきている。拡大ワークショップでは、こうした新旧の担い手間の交流を促すことによって、

相互の取組から学びや刺激を得るとともに、それぞれが抱える地域課題の解決ヒントを得たり、

協働・連携の可能性につなげるなど、活動の強化・飛躍のきっかけをつくることを企図した。 

 さらに、半島振興室では平成23年度から毎年、「半島のじかん」と称したイベントを開催し

てきた。半島振興の意義や半島地域の魅力について半島の外に発信・普及し、主に都市と半島

の交流・対話を促進するねらいから、コミュニケーションデザインの手法を取り入れ、関心を

喚起するためのさまざまなツールを制作してきた。これらは半島を知らない都市ユーザーに訴

求し、関心の喚起、認知に一定の役割を果たした。今回の拡大ワークショップでは、現地の実

践活動を集大成する作業にあわせ、あらためてこれまでの制作を展示し、今後の半島から半島

外への魅力発信のあり方について検討することとした。 

 

（２）開催概要 

拡大ワークショップ「半島のじかん2005-2014 in TOKYO」は、下記の要領で開催した。 

 

○開催日 2015年 2月 28日（土）、3月1日（日） 

○会場 東京・有楽町 

GINZA FARMERS LaBo（銀座ファーマーズラボ）東京交通会館 

○主催 国土交通省国土政策局地方振興課半島振興室 

○後援 

 

半島地域振興対策協議会、半島地域振興対策議会議長連絡協議会、全国半島

振興市町村協議会 

○プログラ

ム概要 

●【2/28】半島らしい地域づくりワークショップ  

半島の風土、自然環境、歴史文化、暮らしを活かした地域振興の実践現場

から、半島における地域づくりの知見を学び、課題解決の方法、今後の半島

地域づくりのあり方を検討した。 

①平成26年度半島振興プロジェクト成果報告会 
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②半島らしい地域づくり優良事例・奨励事例報告 

③半島ネットワークに関する意見交換 

 

●【3/1】共感を呼ぶ半島コトモノづくりワークショップ  

地域づくり活動を自立・持続し、地域活性化につなげるために、活動の意

義、地域や商品の魅力、自分の想いを伝え、理解・共感を得ることが重要で

あることをふまえ、［伝える・共感を得る］ための方法を、ケーススタディ

等を通じて学んだ。 

①半島のじかんを振り返る－都市と地域のコミュニケーションデザイン 

②半島ゲストトーク 

③半島のコトモノプレゼンテーション 

④全体総括(振り返り) 

 

●【両日】半島のじかん2005-2014 in TOKYOエキシビジョン 

商品パッケージや半島ノートなど、過去3回開催された「半島のじかん」

の制作物の展示 

 

 

○登壇者 ●【2/28】半島らしい地域づくりワークショップ  

①平成26年度半島振興プロジェクト成果報告会 

1)「半島担い手強化プロジェクト」 

・薩摩地域「特定非営利活動法人 坊津やまびこ会」 

 ・紀伊地域「ＥＦ．Ｊｐ」 

 ・能登地域「能登島地域づくり協議会」 

 2) 「半島間連携チャレンジプロジェクト」 

・丹後地域「琴引浜まんまくらぶ」 

 ・渡島地域「江差いにしえ資源研究会」 

②半島らしい地域づくり優良事例・奨励事例報告 

・渡島地域「江差歴まち商店街協同組合」 

・津軽地域「企業組合 でる・そーれ」 

・幡多地域「まちづくりマーケットプロジェクト」 

・大隅地域「特定非営利活動法人桜島ミュージアム」 

・薩摩地域「特定非営利活動法人エコ・リンク・アソシエーション」 

・津軽地域「ワゲモノキャラバン隊」  

・能登地域「特定非営利活動法人のとキリシマツツジの郷」 

  

●【3/1】共感を呼ぶ半島コトモノづくりワークショップ  

①半島のじかんを振り返る 

・江戸川大学 社会学部教授 鈴木 輝隆氏 
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②半島ゲストトーク 

 ・株式会社コンタン 代表取締役 鈴木 正晴氏 

・株式会社サーチフィールド取締役 齋藤 隆太氏 

 

●【両日】半島有識者検討会（半島アドバイザー） 

・法政大学 現代福祉学部 准教授 図司 直也氏 

・特定非営利活動法人 ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ代表理事 

 永沢  映氏 

・（株）ﾌﾟﾗﾈｯﾄ･ﾌｫｰまちづくり推進機構 中村 良三氏 

・東京農業大学農山村支援ｾﾝﾀｰ 中山 幹生氏 

 

（３）実施報告 

 

●【2/28】半島らしい地域づくりワークショップ  

半島の風土、自然環境、歴史文化、暮らしを活かした地域振興の実践現場から、半島におけ

る地域づくりの知見を学び、課題解決の方法、今後の半島地域づくりのあり方を検討した。 

 

１）平成26年度半島振興プロジェクト成果報告会 

 今年度の半島振興室実証事業「半島担い手強化プロジェクト」「半島間連携チャレンジプロ

ジェクト」の実施団体から、それぞれプロジェクトの実施経過と成果、今後への継続発展の

方針について発表を行った。これに対し、現地ハンズオン支援にあたった半島アドバイザー

や会場の参加者等から助言等の発言が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4-40 

 

２）「半島らしい地域づくり優良事例・奨励事例」報告 

今年度は現在の半島振興法の改正の年にあたることをふまえ、これまでの現地実践型のモ

デル事業の成果・蓄積を集大成し、法改正後の新たな半島地域づくりに活かす知見として共

有することを企図し、平成18年度「半島らしい暮らし・産業創生事業」以後８年間の実証事

業の実施団体の中で、優れた団体を「半島有識者検討会」のもとで評価・選定した。 

ワークショップでは、これらの団体代表者が登壇し、それぞれの活動や地域貢献の成果に

ついて発表を行った。 
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３）半島ネットワークに関する意見交換 

  「半島間連携チャレンジプロジェクト」の一環として、全国の半島地域づくり団体のネッ

トワーク形成について研究してきた。これをふまえて、研究会メンバーからは全国の半島ネ

ットワークの意義・必要性について問題提起があり、会場参加者を交えて今後のあり方につ

いて意見交換を行った。 

  この結果、知見や情報を共有したり、人的交流を可能とするゆるやかなネットワークの必

要性についてはおおむね共有した。一方で、ネットワークの維持管理、各団体の活動に有効

に機能させるための事務局体制、活動原資の必要性について指摘があり、引き続き検討して

いくこととなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【3/1】共感を呼ぶ半島コトモノづくりワークショップ  

地域づくり活動を自立・持続し、地域活性化につなげるために、活動の意義、地域や商品の

魅力、自分の想いを伝え、理解・共感を得ることが重要であることをふまえ、［伝える・共感を

得る］ための方法を、ケーススタディ等を通じて学んだ。 

 

１）半島のじかんを振り返る－都市と地域のコミュニケーションデザイン 

・江戸川大学 社会学部教授 鈴木 輝隆氏 

半島の概念、半島の魅力を都市部ユーザーに向けて発信する取組、発信作業に対してコ
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ミュニケーションデザインの手法を導入した背景や課題感について紐解くとともに、デザ

インツールを活用することによって得られた成果、今後の半島概念の発信のあり方につい

て、解説した。 

トークの中では、情報の流通・消費のスピードがきわめて速い今日の社会で、半島とい

う一般の人にわかりにくい概念に対する興味関心を喚起するために、優れたデザインを用

いて一瞬で目を引くことの重要性が解説された。 

また、「半島のじかん」によって半島全体のイメージ形成と発信に関するプラットフォー

ムが立ち上がり、これに呼応して各地のさまざまな魅力が掘り起こされ、地域内外での評

価に結びついていることをふまえて、今後も半島全体のブランディングや先進的な取組を

推進しつつ、各地では地域に根ざしたきめ細かい取組を積み上げ、相互に連動することの

意義についても問題提起がなされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）半島ゲストトーク 

半島地域に限らず、地域づくり活動は地域を思う愛情や熱意のもとで行われているが、一

部の担い手の頑張りで支えている事例も散見され、活動疲れや閉塞に陥りやすい構造にある。

これに対し、活動が健全に自立・継続して地域活性化に役立つためには、活動や団体が周囲

に正しく理解・共感され、さらに協力・支援等を得ることが不可欠である。半島地域には自

分たちの想いを他者に伝えることに慣れていない団体も少なくなく、また、自身の理念や活

動が整理できていないこともある。 

地域や活動に対する理念、目標等を明確にし、かつ、これを他者に向けて伝え・共感を得

ることは、半島地域における地域づくり活動の基盤強化につながる。このことから、本ワー

クショップでは「都市ユーザーからの共感を呼ぶ・訴求する」をきっかけに活動の基盤強化

を図るねらいから、都市ユーザーに向けて都市と地方を結ぶビジネスを展開する企業人をゲ

ストトークに招いた。 

 

①株式会社コンタン 代表取締役 鈴木 正晴氏 

 「作り手と使い手をつなぐ」をミッションとした店舗「日本百貨店」を国内外に展開す

る鈴木氏からは、「日本百貨店」を舞台とした商品仕入れ・販売の紹介を題材に、「理解・

共感」を呼ぶための考え方、取組に関するトークが行われた。 
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魅力ある商品をつくるためにユーザー起点で考える姿勢、小売店で取り扱ってもらう・

選ばれるための情報整理の着眼点など、ビジネス面での重要なセオリーについて紹介され

た。また、多様な地域、商品が流通する中で、選ばれる・指示される・応援される＝共感

を呼ぶために、人と人のコミュニケーションが大切であることが話された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②株式会社サーチフィールド取締役 齋藤 隆太氏 

 地元応援・地元密着を標榜するクラウドファンドサービス「FAAVO」を展開する斉藤氏か

らは、「知ってもらうことって大切」というキーワードを切り口に、情報発信の重要性、都

市から地方を応援してもらう取組、都市と地方の関係性づくりの重要性についてトークが

行われた。 

クラウドファンドで多くの出資を集めたプロジェクトの組成・発展の事例、半島地域で

の実践例などをもとに、地域活性化のプロジェクトが共感・支援を集める際に気をつける

こと、プロジェクトをきっかけにした地域と地域出身者との関係性づくり、資金調達に限

定しないクラウドファンドの活用法などが話された。 
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３）半島のコトモノプレゼンテーション 

 半島地域の活動団体が自らの活動やプロジェクト、具体的な商品（特産品、観光プログラ

ムなど）について「協力・出資を得る」「買ってもらう」「観光に来てもらう」ためのプレゼ

ンテーションを行い、これをケーススタディとして、共感を呼ぶ・関心を喚起するためのブ

ラッシュアップのあり方について、ゲストスピーカー等から講評・アドバイスを得た。 
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４）全体総括 

 参加者全員で２日間のワークショップの振り返りを行い、共有した。 

具体的には、各参加者からの宣言や提言として、「今日をきっかけに、こんなことをし

ていきたい」「半島について、こう思う」「半島らしさをこう活かそう」など、個々の活

動さらに半島全体として推進・共有したいことについて紙に書き、発表してもらった。 
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５）半島のじかんアーカイブス 

過去3回開催した「半島のじかん」では、半島の概念、半島地域の魅力や価値を発信・

普及するため、専門家の協力のもとで、コミュニケーションデザインの手法を用い、さま

ざまなツールを制作・展示、配布してきた。今年度は、アーカイブスとしてこれまでの成

果を一堂に集め、展示した。 
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（３）拡大ワークショップ 制作・展示 

①広報フライヤー 
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②アーカイブス展示 
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